
(57)【要約】

【課題】　環境に優しく、長寿命の蓄電池用電解液を提

供する。

【解決手段】　本発明に係る蓄電池用電解液は、海水を

原料とし精製された硫酸イオン水および石炭を原料とす

るマイクロカーボン水を含んで構成される。海水を遠心

分離することにより精製された強酸性水とマイクロカー

ボン水によって構成されるため、蓄電池の電極板の表面

に付着する硫酸化鉛（ＰｂＳＯ４ ）のサルフェーション

を抑え、鉛蓄電池のバッテリー機能を長い期間維持する

。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
蓄 電 池 に 用 い ら れ る 電 解 液 で あ っ て 、
　 海 水 を 原 料 に 精 製 さ れ た 硫 酸 イ オ ン 水 お よ び 石 炭 を 原 料 と す る マ イ ク ロ カ ー ボ ン 粒 子 を
含 む 電 解 液 。
【 請 求 項 ２ 】
硫 酸 イ オ ン 水 は 、 海 水 を 遠 心 分 離 す る こ と に よ り 生 成 さ れ た 強 硫 酸 水 を 含 む 、 請 求 項 １ に
記 載 の 電 解 液 。
【 請 求 項 ３ 】
硫 酸 イ オ ン 水 は 、 ミ ネ ラ ル を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 解 液 。
【 請 求 項 ４ 】
海 水 は 、 海 洋 深 層 水 で あ る 、 請 求 項 １ な い し ３ い ず れ か １ つ に 記 載 の 電 解 液 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 マ イ ク ロ カ ー ボ ン 粒 子 は 、 蓄 電 池 の 電 極 へ の 結 晶 化 物 質 の 付 着 を 抑 制 す る 、 請 求 項 １
ま た は ２ に 記 載 の 電 解 液 。
【 請 求 項 ６ 】
電 解 液 は さ ら に 希 硫 酸 を 含 む 、 請 求 項 １ な い し ５ い ず れ か １ つ に 記 載 の 電 解 液 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ な い し ６ い ず れ か １ つ に 記 載 の 電 解 液 を 用 意 し 、
電 解 液 を 蓄 電 池 用 の バ ッ テ リ ー 補 充 液 と し て 加 え る 、 蓄 電 池 の 再 生 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 蓄 電 池 用 電 解 液 に 関 し 、 特 に 、 海 洋 深 層 水 を 原 料 と し 精 製 さ れ た 硫 酸 イ オ ン
水 お よ び 石 炭 を 原 料 と す る マ イ ク ロ カ ー ボ ン 水 を 利 用 し た 蓄 電 池 用 バ ッ テ リ ー 液 ま た は そ
の 補 充 液 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 、 船 舶 や 建 設 機 械 な ど の 幅 広 い 分 野 で 鉛 蓄 電 池 を 利 用 し た バ ッ テ リ ー が 使 用 さ れ
て い る 。 し か し な が ら 、 バ ッ テ リ ー は 、 充 電 と 放 電 を 繰 り 返 す こ と で 、 バ ッ テ リ ー 機 能 が
徐 々 に 低 下 し 、 い ず れ は 使 用 で き な く な っ て し ま う 。 こ う し た 問 題 を 解 決 す る た め 、 バ ッ
テ リ ー 機 能 の 低 下 を 抑 え 、 よ り 長 い 期 間 使 用 で き る よ う な 鉛 蓄 電 池 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ は 、 電 圧 降 下 が 少 な く 、 放 置 す る こ と に よ り 自 然 に 電 圧 が 回 復 す る 鉛
蓄 電 池 に 関 す る も の で あ る 。 カ ル シ ウ ム 塩 の 微 粒 子 を 含 み 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 の 非 存 在 下 で ９ 以
上 の ｐ Ｈ を 示 す 分 散 液 、 お よ び 希 硫 酸 を 含 み 、 電 極 と し て 二 酸 化 鉛 お よ び 鉛 を 用 い る 鉛 蓄
電 池 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ ０ ０ ５ － １ ９ ３ ５ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 バ ッ テ リ ー で あ る 鉛 蓄 電 池 は 、 電 極 板 で あ る 鉛 と 希 硫 酸 水 溶 液 を 用 い た 電 解 液 と の 化 学
反 応 に よ り 起 電 力 が 発 生 す る 二 次 電 池 で あ る 。 一 般 的 な 鉛 蓄 電 池 は 、 １ ０ 年 程 度 使 用 で き
る よ う に 設 計 さ れ る が 、 通 常 ４ ～ ５ 年 、 早 い も の は ２ 年 も 経 た ず に 廃 棄 さ れ て い る の が 現
状 で あ る 。 鉛 蓄 電 池 が 充 電 と 放 電 を 繰 り 返 す こ と で 、 電 解 液 中 の 硫 酸 と 電 極 板 の 鉛 が 化 学
反 応 に よ り 結 晶 化 （ 以 下 、 サ ル フ ェ ー シ ョ ン ） し た 硫 酸 鉛 （ Ｐ ｂ Ｓ ｏ ４ ） が 電 極 板 に 付 着
す る 。 こ れ に よ り 、 鉛 蓄 電 池 は 、 内 部 抵 抗 を 増 大 さ せ 、 充 電 不 可 能 な 状 態 に な り 、 廃 棄 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 こ の よ う な 鉛 蓄 電 池 に は 、 次 の よ う な 課 題 が あ る 。
１ ． 硫 酸 電 解 液 を 使 用 す る た め 、 電 解 液 は 腐 食 性 お よ び 毒 性 が 強 い た め 環 境 へ の 負 荷 が 大
き い 。
２ ． 硫 酸 電 解 液 は 、 使 用 し な い 場 合 （ 在 庫 等 ） 、 定 期 的 に 補 充 液 を 必 要 と し 、 長 期 間 保 存
し た も の は す ぐ に 使 用 す る こ と が で き な い 。
３ ． 充 放 電 時 に に お い て 、 硫 酸 電 解 液 は 金 属 部 分 に 有 害 な 酸 性 ガ ス を 発 生 さ せ 、 そ の 近 く
に い る 人 体 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 。
４ ． 硫 酸 電 解 液 は 、 過 放 電 、 充 電 不 足 、 高 温 度 と い っ た 過 酷 な 使 用 条 件 下 に お い て は 、 通
常 能 力 を 発 揮 で き な い 場 合 が あ る 。
５ ． 硫 酸 電 解 液 は 、 イ オ ン の 流 れ が 安 定 せ ず 、 そ の た め に 自 己 放 電 量 が 多 く な る 。
６ ． 硫 酸 電 解 液 に よ っ て 腐 食 し た 極 板 は 、 内 部 短 縮 を 発 生 し 易 く 、 自 己 放 電 の 増 大 に つ な
が る 。
７ ． 完 全 充 電 す る 場 合 の 電 力 は 、 充 電 し よ う と す る 蓄 電 池 容 量 の ５ 倍 以 上 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 し 、 環 境 に 易 し く 、 長 時 間 の 使 用 が 可 能 な 蓄 電 池 用 の
電 解 液 お よ び そ の 補 充 液 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 電 解 液 と 従 来 の 硫 酸 電 解 液 と の 大 き な 相 違 点 は 、 本 発 明 に よ る 電 解 液 が 海
水 か ら 物 理 的 に 精 製 さ れ た 硫 酸 イ オ ン を 使 用 し て い る 点 で あ る 。 本 発 明 は 、 こ う し た 新 規
な 電 解 液 を 用 い る こ と で 、 蓄 電 池 の 電 極 の 極 板 を 劣 化 さ せ ず に 、 か つ 、 蓄 電 池 の 電 解 液 と
し て の 能 力 を 最 大 限 引 き 出 す こ と に 成 功 し た 。 さ ら に 、 本 発 明 の 電 解 液 が 何 よ り も 優 れ て
い る こ と は 、 化 学 的 に 作 ら れ た 硫 酸 液 で は な く 、 自 然 な 成 分 の 硫 酸 イ オ ン か ら 作 ら れ て い
る 。 こ の た め 、 有 害 性 （ 毒 性 ） が な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 電 解 液 は 、 蓄 電 池 に 注 液 さ れ た 後 、 極 板 と 接 触 し 、 通 常 、 鱗 型 を 形 成 し て
い る マ イ ク ロ カ ー ボ ン を 高 速 水 流 に て 特 殊 加 工 さ れ た マ イ ク ロ カ ー ボ ン 水 に よ り 極 板 を 保
護 し 、 振 動 、 シ ョ ッ ク 、 衝 撃 に 対 し て 強 い 抵 抗 力 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 蓄 電 池 に 用 い ら れ る 電 解 液 は 、 海 水 を 原 料 に 精 製 さ れ た 硫 酸 イ オ ン 水 お よ
び 石 炭 を 原 料 と す る マ イ ク ロ カ ー ボ ン 粒 子 を 含 む も の で あ る 。 好 ま し く は 、 硫 酸 イ オ ン 水
は 、 海 水 を 遠 心 分 離 す る こ と に よ り 生 成 さ れ た 強 硫 酸 水 を 含 む 。 硫 酸 イ オ ン 水 は 、 ミ ネ ラ
ル を 含 む こ と が で き る 。 ま た 、 マ イ ク ロ カ ー ボ ン 粒 子 は 、 蓄 電 池 の 電 極 へ の 結 晶 化 物 質 の
付 着 を 抑 制 す る 。 さ ら に 電 解 液 は 希 硫 酸 を 含 む も の で あ っ て も よ い 。 本 発 明 の 電 解 液 は 、
蓄 電 池 に 最 初 か ら 注 液 さ れ て も よ い し 、 充 電 不 可 能 ま た は 性 能 が 劣 化 し た 蓄 電 池 に 対 し て
補 充 液 と し て 注 液 さ れ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 電 解 液 に は 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
１ ． 充 放 電 （ 使 用 中 ） に お い て 、 酸 性 ミ ス ト お よ び 危 険 ガ ス を 発 生 せ ず 、 こ れ に よ り 使 用
者 に 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き 、 環 境 を 悪 化 さ せ る こ と が な い 。
２ ． 特 殊 加 工 さ れ た マ イ ク ロ カ ー ボ ン 水 が 極 板 を 保 護 す る こ と に よ り 、 極 板 の 長 寿 命 を 確
立 す る こ と が で き る 。
３ ． 蓄 電 池 の 熱 、 振 動 、 サ ル フ ェ ー ジ ョ ン 、 お よ び 腐 食 等 に よ り 発 生 す る 損 傷 を 軽 減 す る
こ と が で き る 。
４ ． 自 己 放 電 量 は 、 １ ヶ 月 全 容 量 の ０ ． ５ ％ で 、 一 定 期 間 内 で あ れ ば 、 補 充 液 な し で 使 用
す る こ と が で き る 。
５ ． 完 全 充 電 す る 電 力 量 を 、 ３ ５ ％ ～ ４ ０ ％ 低 減 す る こ と が 可 能 と な り 、 従 来 の 硫 酸 電 解
液 に 比 較 し て 、 急 速 充 電 が 可 能 で あ る 。
６ ． 完 全 充 電 に 必 要 な 電 力 量 は 、 蓄 電 池 全 容 量 の 約 １ ． ４ 倍 と な っ た 。
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７ ． 蓄 電 池 電 圧 が ３ ． ０ Ｖ （ 完 全 放 電 ） 以 下 に な っ た 場 合 で も 、 通 常 方 法 で の 再 充 電 を す
る こ と が で き る 。
８ ． 比 重 調 整 な し で 、 － ４ ０ ℃ ～ ７ ０ ℃ ま で の 使 用 が 可 能 で あ る 。
９ ． 負 荷 を か け た と き の 電 圧 降 下 が 少 な く 、 無 負 荷 に し た 場 合 、 電 圧 リ カ バ リ ー が 非 常 に
速 く な っ た 。
１ ０ ． 鉛 以 外 の 金 属 を 電 極 版 と し て 使 用 す る 次 世 代 型 蓄 電 池 全 般 の 電 解 液 と し て 使 用 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 一 般 的 な 鉛 蓄 電 池 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 鉛 蓄 電 池 １ ０ は 、 二 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｏ ２

） を 用 い た 正 電 極 １ ２ と 、 鉛 （ Ｐ ｂ ） を 用 い た 負 電 極 １ ４ と 、 希 硫 酸 （ Ｈ ２ Ｓ Ｏ ４ ） を 用
い た 電 解 液 １ ６ に よ っ て 構 成 さ れ る 。 鉛 蓄 電 池 １ ０ は 、 正 電 極 １ ２ と 負 電 極 １ ４ と の 間 に
負 荷 を 設 け る こ と に よ り 、 電 流 が 流 れ 、 起 電 力 が 発 生 す る 。 電 解 液 １ ６ は 、 希 硫 酸 （ Ｈ ２

Ｓ Ｏ ４ ） 水 溶 液 で あ り 、 Ｈ + イ オ ン と Ｓ Ｏ ４
２ － イ オ ン を 含 ん で い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】
　 電 子 は 、 電 解 液 １ ６ 中 の Ｓ Ｏ ４

２ － イ オ ン が 負 電 極 １ ４ に 移 動 し 、 負 電 極 １ ４ Ｐ ｂ と 化
学 反 応 す る こ と で 発 生 し 、 負 電 極 １ ４ か ら 負 荷 に 流 れ る 。 ま た 正 電 極 １ ２ Ｐ ｂ Ｏ ２ は 、 負
荷 か ら 流 れ て き た 電 子 と 電 解 液 １ ６ 中 の Ｈ + イ オ ン と 化 学 反 応 す る こ と で 、 正 電 極 １ ２ と
負 電 極 １ ４ の 間 に 起 電 力 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 鉛 蓄 電 池 １ ０ は 、 長 期 間 繰 り 返 し 使 用 す る こ と に よ り 、 正 電 極 １ ２ と 負 電 極 １ ４ の 表 面
に 化 学 反 応 に よ り サ ル フ ェ ー シ ョ ン し た 硫 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｓ Ｏ ４ ） が 付 着 す る 。 こ の 硫 酸 化
鉛 （ Ｐ ｂ Ｓ Ｏ ４ ） が 、 正 電 極 １ ２ 、 負 電 極 １ ４ と 電 解 液 １ ６ と の 化 学 反 応 の 妨 げ と な り 、
鉛 蓄 電 池 １ ０ の バ ッ テ リ ー 機 能 低 下 の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る バ ッ テ リ ー 液 （ 電 解 液 ） ま た は 補 充 液 は 、 海 水 、 特 に 海 洋 深 層 水 を 原 料 と
し た 精 製 さ れ た 硫 酸 イ オ ン 水 と 、 石 炭 を 原 料 と し た マ イ ク ロ カ ー ボ ン 水 に よ っ て 構 成 さ れ
る 。 硫 酸 イ オ ン 水 は 、 海 水 を 、 例 え ば 、 極 低 温 の 環 境 下 で 、 約 １ ８ ０ 分 間 、 遠 心 分 離 し 、
海 水 か ら 塩 素 イ オ ン を 除 去 し 、 精 製 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 海 水 に よ り 精 製 さ れ た 硫 酸 イ オ ン 水 の 化 学 組 成 を 示 し て い る 。 硫 酸 イ オ ン 水 は
、 ほ ぼ Ｐ Ｈ が ゼ ロ の 強 酸 性 水 で あ る 、 硫 酸 イ オ ン の 他 、 多 数 の ミ ネ ラ ル を 含 ん で い る 。 硫
酸 イ オ ン 水 に 含 ま れ る 硫 酸 イ オ ン が 、 電 解 液 と し て の 役 割 を 持 ち 、 電 極 に 使 用 さ れ て い る
鉛 お よ び 二 酸 化 鉛 と 化 学 反 応 す る こ と で 鉛 蓄 電 池 に 起 電 力 が 発 生 す る 。 海 洋 深 層 水 を 用 い
る と 、 一 般 の 海 洋 水 が 含 む カ ル シ ウ ム と マ グ ネ シ ウ ム の 比 率 が 異 な り 、 カ ル シ ウ ム の 濃 度
が 高 く 、 マ グ ネ シ ウ ム の 濃 度 が 低 く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 マ イ ク ロ カ ー ボ ン 水 は 、 円 形 若 し く は 球 形 状 の マ イ ク ロ カ ー ボ ン を ０ ． ０ ０ ５ ％
、 水 分 を ９ ９ ． ９ ９ ５ ％ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 本 実 施 例 の 電 解 液 は 、 硫 酸 イ オ ン 水 と マ イ
ク ロ カ ー ボ ン 水 と を 、 好 ま し く は 約 １ 対 １ ０ ０ の 割 合 で 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ で 示 す 鉛 蓄 電 池 １ ０ の 電 解 液 １ ６ に 本 発 明 に 係 る 電 解 液 を 注 液 す る 。 鉛 蓄 電 池 が 繰
り 返 し 充 放 電 さ れ て も 、 バ ッ テ リ ー 電 解 液 は 、 負 電 極 １ ４ の 表 面 に 付 着 す る 硫 酸 化 鉛 （ Ｐ
ｂ Ｓ Ｏ ４ ） の サ ル フ ェ ー シ ョ ン を 抑 え 、 バ ッ テ リ ー 機 能 を 長 い 期 間 維 持 す る 。 ま た 、 鉛 蓄
電 池 が 長 い 期 間 使 用 さ れ ず に い る と 、 自 己 放 電 に よ り 残 存 容 量 が 低 下 す る が 、 本 発 明 に 係
る 電 解 液 を 用 い る こ と で 自 己 放 電 量 も 抑 え る こ と が で き る 。 さ ら に 完 全 充 電 に 必 要 な 電 気
量 は 、 蓄 電 池 全 容 量 の １ ． ４ 倍 と な り 、 比 重 調 整 な し で － ４ ０ ～ ＋ ７ ０ ℃ ま で 使 用 で き る
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。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 電 解 液 は 、 海 水 か ら 物 理 的 に 精 製 さ れ た 硫 酸 イ オ ン 水 と マ イ ク ロ カ ー ボ ン 水 に
よ り 構 成 さ れ て い る た め 、 従 来 の 電 解 液 で あ る 硫 酸 水 溶 液 よ り も 人 体 や 環 境 に 対 し て 有 害
性 が 低 く 、 さ ら に マ イ ク ロ カ ー ボ ン 水 は 電 極 板 を 保 護 し 、 振 動 や シ ョ ッ ク 衝 撃 に 対 し て 強
い 抵 抗 力 を 持 つ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 電 解 液 （ 以 下 、 本 発 明 品 と い う ） と 従 来 の 硫 酸 バ ッ テ リ
ー 液 と の 能 力 を 比 較 す る 表 で あ る 。 こ れ ら の 表 か ら も 明 ら か な よ う に 、 従 来 品 よ り も 性 能
が 向 上 し て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 品 と 従 来 の 硫 酸 バ ッ テ リ ー 液 と を 比 較 し た 実 験 例 を 説 明 す る 。 図 ４ は 、 硫
酸 バ ッ テ リ ー 液 と 本 実 施 例 の 電 解 液 の 充 電 性 能 比 較 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 横 軸 は 、 時 間 を
示 し 、 縦 軸 は タ ー ミ ナ ル 電 圧 を 示 し て い る 。 ● は 、 本 発 明 品 を 示 し 、 ■ は 、 従 来 の バ ッ テ
リ ー 液 を 示 し て い る 。 本 発 明 品 は 、 従 来 の 硫 酸 バ ッ テ リ ー 液 よ り も 迅 速 に 充 電 で き 、 高 い
充 電 性 能 を 有 す る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 品 と 硫 酸 バ ッ テ リ ー 液 の 放 電 性 能 比 較 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 横 軸 は 時 間
を 示 し 、 縦 軸 は タ ー ミ ナ ル 電 圧 を 示 し て い る 。 本 発 明 品 は 、 硫 酸 バ ッ テ リ ー 液 よ り も 放 電
効 率 が 高 く 、 高 い 放 電 性 能 を 有 す る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 品 と 硫 酸 バ ッ テ リ ー 液 の 自 己 放 電 性 能 比 較 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 横 軸 は
時 間 を 示 し 、 残 存 容 量 を 示 し て い る 。 本 発 明 品 は 、 硫 酸 バ ッ テ リ ー 液 よ り も 自 己 放 電 を 抑
え 、 長 期 間 使 用 よ う な 状 況 下 で あ っ て も 、 残 存 容 量 を 維 持 で き る こ と が 確 認 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 電 解 液 を 、 寿 命 が 終 わ っ た バ ッ テ リ ー 電 解 液 に 注 入 し て 廃
バ ッ テ リ ー の 再 生 過 程 を 観 察 し た 。 こ こ で は 、 海 水 と し て 海 洋 深 層 水 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 例 の 電 解 液 を 、 ３ ０ ｍ ｌ ず つ 、 ６ 等 分 し て 、 鉛 バ ッ テ リ ー の 電 解 液 注 入 口 か ら 注
液 を お こ な っ た 。 電 解 液 を 注 入 後 、 比 重 の 変 化 を 測 定 し た が 比 重 お よ び セ ル 当 り 起 電 力 に
変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 次 に 、 低 電 流 充 電 法 に よ り 鉛 バ ッ テ リ ー を ２ 時 間 ほ ど 充 電 し た 。
そ の 結 果 、 鉛 バ ッ テ リ ー か ら １ ２ ． ６ Ｖ 以 上 の 起 電 力 が 発 生 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 海 水 か ら 精 製 さ れ た 硫 酸 イ オ ン を 含 む 電 解 液 は 、 蓄 電 池 の 電 極 板 の 表 面 に 付
着 す る 硫 酸 化 鉛 （ Ｐ ｂ Ｓ Ｏ ４ ） の サ ル フ ェ ー シ ョ ン を 抑 え 、 バ ッ テ リ ー 機 能 を 長 期 間 維 持
で き る 。 ま た 使 用 中 に お い て 、 酸 性 ミ ス ト お よ び 危 険 ガ ス が 発 生 し な い た め 、 使 用 者 の 安
全 性 を 確 保 し 、 環 境 汚 染 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 電 解 液 を 微 量 添 加 す る だ け で 、
廃 バ ッ テ リ ー を 再 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 実 施 例 で は 、 電 極 に 鉛 お よ び 二 酸 化 鉛 を 電 極 板 と し た 鉛 蓄 電 池 の 電 解 液 と し て バ ッ
テ リ ー 補 充 液 を 利 用 し た が 、 勿 論 、 鉛 以 外 の 金 属 を 電 極 板 に 用 い た 蓄 電 池 の 電 解 液 と し て
も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 に 係 る 特 定 の 実 施 形 態
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て
、 種 々 の 変 形 ・ 変 更 が 可 能 で あ る 。 上 記 実 施 例 で は 、 電 極 板 に 鉛 を 用 い る 例 を 示 し た が 、
鉛 フ リ ー の 他 の 金 属 を 電 極 板 に 用 い た 蓄 電 池 ま た は 二 次 電 池 で あ っ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 蓄 電 池 用 の 電 解 液 は 、 自 動 車 、 電 気 自 動 車 、 船 舶 、 軍 事 関 係 、 鉄 道 、 ア ラ
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ー ム シ ス テ ム 、 据 え 置 き 型 バ ッ テ リ ー 、 通 信 機 関 系 、 掘 削 機 械 、 建 設 機 械 ／ 重 機 、 コ ン ピ
ュ ー タ 、 農 機 具 、 電 動 リ フ ト 、 家 電 製 品 等 に お い て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な 鉛 蓄 電 池 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 電 解 液 の 化 学 的 組 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 品 と 硫 酸 バ ッ テ リ ー 液 の 能 力 比 較 表 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 品 と 硫 酸 バ ッ テ リ ー 液 の 充 電 性 能 比 較 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 品 と 硫 酸 バ ッ テ リ ー 液 の 放 電 性 能 比 較 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 品 と 硫 酸 バ ッ テ リ ー 液 の 自 己 放 電 性 能 比 較 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ ０ ： 鉛 蓄 電 池 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ ： 正 電 極
１ ４ ： 負 電 極 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ６ ： 電 解 液
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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